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付録図集   邦文モールス符号制定の変遷（モールス符号表集） 
 
（表 1） 1851 年ウィーン会議合意モールス符号 
DÖTV 
1851 年実務者会議合意 
a ・－ i ・・ r ・－・ 
ä ・－・－ j ・－－－ s ・・・ 
b －・・・ k －・－ t － 
c －・－・ l ・－・・ u ・・－ 
ch －－－－ m －－ ü ・・－－ 
d －・・ n －・ v ・・・－ 
e ・ o －－－ w ・－－ 
f ・・－・ ö －－－・ x －・・－ 
g －－・ p ・－－・ y －・－－ 
h ・・・・ q －－・－ z －－・・ 
1 ・－－－－ 5 ・・・・・ 9 －－－－・ 
2 ・・－－－ 6 －・・・・ 0 －－－－－ 
3 ・・・－－ 7 －－・・・   
4 ・・・・－ 8 －－－・・   
 
（表２） 和蘭献上テレガラーフの添附説明書（1851 年・嘉永 3年 原文は縦書き） 
文字 読み モールス符号 文字 読み モールス符号 
a ア ・－ o オ －－－ 
ae アェ －－ oe オェ －－－・ 
b ベ －・・・ p ペ ・－－・ 
c セ －・－・ q キゥ －－・－ 
d デ －・・ r エル ・－・ 
e エ ・ s エス ・・・ 
f エフ ・・－・ t テ － 
g ゲ －－・ u ユ ・・－ 
h ハ ・・・・ ue ヱエ ・・－－ 
i イ ・・ v フェ ・・・－ 
j イ ・－－－ w ウェ ・－－ 
k カ －・－ x エキス －・・－ 
l エル －・－・・ y ヱイ －・－－ 
m エム －－ z セット －－・・ 
n エン －・ ch セハ －－－－ 
 
数字 漢数字 モールス符号 数字 漢数字 モールス符号 
1 一 ・－－－－ 6 六 －・・・・ 
2 二 ・・－－－ 7 七 －－・・・ 
3 三 ・・・－－ 8 八 －－－・・ 
4 四 ・・・・－ 9 九 －－－－・ 
5 五 ・・・・・ 10 零 －－－－－ 
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符徴 語  意 モールス符号 
. 文章全終る符 ・・・・・・ 
； 文章終近とも意続る符 －・－・－・ 
, 句を切る符 ・－・－・－ 
： 解読之符 －－－・・・ 
？ 尋問之符 ・・－－・ 
！ 情歎の致声或ハ使命する之符 －－・・－－ 
= 一言の半切たる其続を示す符 －－・・・－－ 
’ 文字の肩に記して字略と示す之符 ・－－－－・ 
-- 言尾の略を示す符 －－－－－－ 
 
第一 一線は三線の融通を取る。 
第二 一字の符徴の空間ハ一点の融通を取る。 
第三 二字の空間は三点の融通を取る。 
第四 二言の空間は四点の融通を取る。 
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（表 3） 日本で最初のカタカナ・モールス符号（1855 年・嘉永 7年） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
勝海舟らが考案した日本で最初の和文モールス符号 
イ  •    ニ  - •      ヘ  - -  
ロ  • •   ホ  - • •    ベ  - - • 
ハ  • • •   ボ  - • • •   ペ  - - • • 
バ  • • • •   ポ  - • • • •   ト  - - • • • 
パ  • • • • •              ド  - - • • • •    
チ  - - -   ワ  • -   ダ  • - -  
リ  - - - •     カ  • - •   レ  • - - •  
ヌ  - - - • •   ガ  • - • •   ソ  • - - • • 
ル  - - - • • •  ヨ  • - • • •   ゾ • - - • • •  
オ  - - - • • • •  タ  • - • • • •         ツ • - - • • • •   
ヅ  • - - -   ウ  • • -   マ  • • - - 
ネ  • - - - •   ノ  • • - •   ケ  • • - - •  
ナ  • - - - • •  ク  • • - • •   ゲ  • • - - • •  
ラ  • - - - • • •  グ  • • - • • •  フ  • • - - • • • 
ム  • - - - • • • •  ヤ  • • - • • • •  ブ  • • - - • • • •  
プ  • • - - -   デ • • • -   ギ • • • - -  
コ  • • - - - •   ア • • • - •   ユ • • • - - •  
ゴ  • • - - - • •   サ • • • - • •  メ • • • - - • • 
エ  • • - - - • • •   ザ • • • - • • •  ミ • • • - - • • • 
テ  • • - - - • • • •  キ • • • - • • • •  シ • • • - - • • • 
• 
ジ  • • • - - -  セ  • • • - • • • •  ゼ  • • • - • - •  
ヒ  • • • - - - •  ス  • • • - • - • •  
ビ  • • • - - - • •  ン  • • • - • - • • •  
ピ  • • • - - - • • •  長音 • • • - • - • • • •  
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（表 4） 実験に使われた和文モールス伝聞（単語）と符号 
 
（表 5） 子安ら考案の和文モールス符号一覧表 
和    文 （1869 年・明治 1 年） 
（ - 群） 
ア  -  
イ  • -  
ウ  • • -  
エ  • • • -  
オ  • • • • - 
（ - • 群） 
カ  - • 
キ  • - •  
ク  • • - • 
ケ  • • • - • 
コ  • • • • - • 
（ - • • • • 群） 
ナ  - • • • • 
ニ  • - • • • • 
ヌ  • • - • • • • 
ネ  • • • - • • • • 
ノ  • • • • - • • • • 
（ - - 群） 
ハ  - -  
ヒ  • - - 
フ  • • - - 
ヘ  • • • - - 
ホ  • • • • - - 
（ - - • • • 群） 
ラ  - - • • •  
リ  • - - • • • 
ル  • • - - • • • 
レ  • • • - - • • • 
ロ  • • • • - - • • • 
（ - - • • • • 群） 
ワ  - - • • • • 
ヰ  • - - • • • • 
ウ  • • - - • • • • 
ヱ  • • • - - • • • • 
ヲ  • • • • - - • • • • 
御浜御殿で使用した和文モールス伝聞と符号 
天地和合 
（テ）       （ン）   （チ） （ワ） （ゴ）      （ウ） 
• • - - - • • • •   • • • - • - • • • - - -  • -  • • - - - • •  • • - 
鶴亀 
（ツ）      （ル）   （カ）     （メ） 
• - - • • • •  - - - • • •  • - •   • • • - - • • 
和歌ノ浦 
（ワ）  （カ）   （ノ）  （ウ）  （ラ） 
   • -   • - •  • • - •   • • -  • - - - • • • 
梅松竹 
（ム）    （メ）    （マ）  （ツ）     （タ）    （ケ）  
 • - - - • • • • • • • - - • • • • - - • - - • • • • • - • • • • • • - - • 
今日無事 
（コ）    （ン）      （ニ） （チ）  （ブ）     （ジ） 
 • • - - - • • • • - • - • • •  - •  - - -  • • - - • • • •  • • • - - - 
隅田川 
（ス）       （ミ）     （ダ）  （カ）  （ワ） 
 • • • - • - • •  • • • - - • • •  • - -  • - •   • - 
萬歳楽 
（バ）  （ン）       （ゼ）    （イ） （ラ）     （ク） 
• • • • • • • - • - • • • • • • - • - •   •  • - - - • • •  • • - • • 
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（ - • • 群） 
サ  - • • 
シ  • - • • 
ス  • • - • • 
セ  • • • - • • 
ソ  • • • • - • • 
（ - • • • 群） 
タ  - • • • 
チ • - • • • 
ツ  • • - • • • 
テ  • • • - • • • 
ト  • • • • - • • • 
（ - - • 群） 
マ  - - • 
ミ  • - - • 
ム  • • - - • 
メ  • • • - - • 
モ  • • • • - - • 
（ - - • • 群） 
ヤ  - - • • 
井  • - - • • 
ユ  • • - - • • 
ヱ • • • - - • • 
ヨ  • • • • - - • • 
 
ン  （符号なし） 
 
 
（表 6） 吉田正秀と寺崎遜が作成した和文モールス符号（1871 年・明治 3年） 
Alphabet DÖTV 合意 
対応和文字 新規作成（補
充） 
備考     
a •－ イ  移設 
ä •－•－ ロ  〃 
b －• • • ハ  〃 
c －•－• ニ  〃 
d －• • ホ  〃 
e •  ヘ  〃 
é  ト • •－• • UTI のみ 
f • •－• チ  移設 
g －－• リ  〃 
h • • • • ヌ  〃 
i • • 濁点  〃 
  ル －•－－• 新規 
j •－－－ ヲ  移設 
k －•－ ワ  〃 
l •－• • カ  〃 
m －－ ヨ  〃 
n －• タ  〃 
o －－－ レ  〃 
ö －－－• ソ  〃 
p •－－• ツ  〃 
q －－•－ ネ  〃 
r •－• ナ  〃  
s • • • ラ  〃 
t － ム  〃 
u • •－ ウ  〃 
  ヰ •－• •－  
ü • •－－ ノ  移設 
 •－• • • オ  〃 
v • • •－ ク  〃 
w •－－ ヤ  〃 
x －• •－ マ  〃 
y －•－－ ケ  〃 
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z －－• • フ  〃 
ch －－－－ コ  ＊ 
  エ －•－－•－ 新規 
  テ •－•－－ 〃 
ñ  ア －－•－－ UTI のみ 
  サ －•－•－ 新規 
  キ －•－• • 〃 
  ユ －• •－－ 〃 
  メ －• • •－ 〃 
  ミ • •－•－ 〃 
  シ －－•－• 〃 
  ヱ • －－• • 〃 
  ヒ －－• •－ 〃 
  モ －• •－• 〃 
  セ •－－－• 〃 
  ス －－－•－• 〃 
  ン •－•－• 〃 
1 •－－－－ 一  移設 
2 • •－－－ 二  〃 
3 • • •－－ 三  〃 
4 • • • •－ 四  〃 
5 • • • • • 五  〃 
6 －• • • • 六  〃 
7 －－• • • 七  〃 
8 －－－• • 八  〃 
9 －－－－• 九  〃 
0 －－－－－ 零  〃 
・備考欄＊：ch（－－－－）はコの字に移設したが、ch の文字はその後国際符号か
ら削除されている。 
・é と ñ は UTI にのみにあったものを移設した。 
 
（表 7） 和文モールス符号の新旧比較 （現時点とは明治 4年） 
現時点 文字 安政時代 現時点 文字 安政時代 
·－ イ · －··－ マ ··－－ 
·－·－ ロ •· －·－－ ケ ··－－· 
－··· ハ •··  ゲ ··－－·· 
 バ •·•· －－·· フ ··－－··· 
 パ －  ブ ··－－···· 
·－·－· ニ －·  プ ··－－－ 
－·· ホ －·· －－－－ コ ··－－－· 
 ボ －···   ゴ ··－－－·· 
 ポ －···· －·－－－ エ ··－－－···  
· ヘ －－ ·－·－－ テ ··－－－···· 
 ベ －－·  デ ···－ 
 ペ －－·· －－·－－ ア ···－· 
··－·· ト －－··· －·－·－ サ ···－·· 
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 ド －－····   ザ ···－··· 
··－· チ －－－ －·－·· キ ···－···· 
－·· リ －－－·  ギ ···－－ 
···· ヌ －－－·· －··－－ ユ ···－－· 
－·－－· ル －－－··· －···－ メ ···－－·· 
·－－－ ヲ －－－···· ··－·－ ミ ···－－··· 
－·－ ワ ·－ －－·－· シ ···－－···· 
·－·· カ ·－· ·－－·· ヱ  
 ガ ·－·· －－··－ ヒ ···－－－· 
－－ ヨ ·－···    ビ ···－－－·· 
－· タ ·－····  ピ ···－－－··· 
 ダ ·－－ －··－· モ ···－－－···· 
－－－ レ ·－－· ·－－－· セ ···－－·－ 
－－－· ソ ·－－··   ゼ ···－·－· 
 ゾ ·－－··· －－－·－ ス ···－·－·· 
·－－· ツ ·－－－ ·－·－· ン ···－·－··· 
－－·－ ネ ·－－－·     
－·－ ナ ·－－－·· ·－－－－ 一 ·－－－－·－－－－ 
··· ラ ·－－－··· ··－－－ 二 ··－－－··－－－ 
－ ム ·－－－···· ···－－ 三 ···－－···－－ 
·－ ウ ··－ ····－ 四 ····-····- 
·－··－ ヰ  ····· 五 ·········· 
··－·－ ノ ··－· －···· 六 －····－···· 
·－··· オ  －－··· 七 －－···－－··· 
···－ ク ··－·· －－－·· 八 －－－··－－－·· 
 グ ··－··· －－－－· 九 －－－－·－－－－· 
·－－ ヤ ··－···· －－－－－ 零 －－－－－－－－－－ 
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(表 8) 正式制定された和文モールス符号の扱い 
 
 
 
（原文は縦書き） 
単流単信法 
 
（一）電信符号 
凡そ電信法は印刷電信機の如き特種なる器機を用ふる場合の外は、概して電信符号に
依りて通信す。此の電信符号は一名をモールス符号とも称し、最初モールスの考案に成
れるものにして、短点及び長点（短き線のことなり）の結合によりて幾多の文字井に数
字を表示す。例へば（A）或は（イ）の文字には・― （ロ）の文字には・―・―の符号
を用ふるが如し。 
左に記載したるは、本邦にて使用する電信符号なり。 
 
莫爾斯電信符号 
片仮名及び数字 
＝略＝   （現在使われているものと同じ。） 
 
羅馬文字及び亜刺比亜数字 
＝略＝   （現在使われているものと同じ） 
 
和文句讀点及記号     （参考：現電波法との比較） 
句讀点 。 ・・ ・・ ・・  なし 
新章  」  ・－・－・・  段落 
括弧 （） －・－－・－  下向き括弧。 上向きは・－・・－・ 
小括弧「」 ・－・・－・  なし 
 
欧文句讀点及記号 
終点 . ・・・・・・  ・－・－・― 
讀  , ・－・－・―  －－ ・・－ － 
小讀 ； －・－・－・  なし 
重点 ： －－－・・・  －－－－・・・ 
問標 ？ ・・－－・・  同 
感符 ！ －－ ・・－ －  なし 
略符 ‘ ・－－－－・  同 
新章 」 ・－・－・・  なし 
連讀点 ― －・・・・－   連続線、横線又は減算の記号  
括弧 （） －・－－・－  ）右向き括弧。（左向き括弧は －・－－・ 
転倒句讀 “ ・－・・－・  引用符 
 
（二）単流電鍵 
＝前半部略＝（電鍵の説明故） 
電信符号の短点或は長点を形成する長さの割合、換言すれば送電時の割合は左の規則
による。 
一短点の長さを一短時とすれば、長点は約三短時、各点の間隔は約一短時、各符号の
間隔は約三単時とす。 
以下、（三）印字機、（四）音響機、（五）印字機（六）音響機の優劣、及び亀甲形検電
器の説明は省略する。 
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現行電波法運用規則第 12 条（モールス符号の使用） 
モールス無線電信による通信（以下「モールス無線通信」という。）には、別表第一号に掲げ
るモールス符号を用いなければならない。 
 
運用規則第 12 条 別表第一号 
和    文 
（文字） 
イ  • - 
ロ  • - • - 
ハ  - • • • 
ニ  - • - • 
ホ  - • • 
ヘ  • 
ト  • • - • • 
チ  • • - • 
リ  - - • 
ヌ  • • • • 
ル  - • - - • 
ヲ  • - - - 
ワ  - • - 
カ  • - • • 
ヨ  - - 
タ  - • 
レ  - - - 
ソ  - - - • 
ツ  • - - • 
ネ  - - • - 
ナ  • - • 
ラ  • • • 
ム  - 
ウ  • • - 
ヰ  • - • • - 
ノ  • • - - 
オ  • - • • • 
ク  • • • - 
ヤ  • - - 
マ  - • • - 
ケ  - • - - 
フ  - - • • 
コ  - - - - 
エ  - • - - - 
 
テ • - • - - 
ア  - - • - - 
サ - • - • - 
キ - • - • • 
ユ - • • - - 
メ  - • • • - 
ミ  • • - • - 
シ  - - • - • 
ヱ  • - - • • 
ヒ  - - • • - 
モ  - • • - • 
セ  • - - - • 
ス  - - - • - 
ン  • - • - • 
 
゛濁点    • • 
゜半濁点  • • - - • 
 
（数字） 
一  • - - - - 
二  • • - - - 
三  • • • - - 
四  • • • • - 
五  • • • • • 
 
 
六  - • • • • 
七  - - • • • 
八  - - - • • 
九  - - - - • 
零 - - - - - 
 
（記号） 
－ 長音 • - - • - 
.  区切り点 • - • - • -  
」 段落• - • - •• 
( 括弧   - • - - •- 
)     • - • • - • 
欧    文 
（文字） 
a  • - 
b  - • • • 
c  - • - • 
d  - • • 
e  • 
f  • • - • 
g  - - • 
h  • • • • 
i  • • 
j  • - - - 
k  - • - 
l  • - • • 
m  - - 
n  - • 
o   - - - 
p  • - - • 
q  - - • - 
r  • - • 
s  • • • 
t  - 
u  • • - 
v  • • • - 
w  • - - 
x  - • • - 
y  - • - - 
z  - - • • 
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（数字）   
＝和文に同じ。省略。＝ 
 
（記号） 
. 終点    • - • - •- 
,  小読点   - - • • - - 
:  重点又は除法の記号 - - - • • • 
? 問符    • • - - • • 
' 略符    • - - - - • 
－ 連続線、横線又は減算の記号   - • • • • 
- 
＠ 単価記号  • - - • - • 
 
 
 
（記号） 
( 左括弧     - • - - • 
） 右括弧     - • - - •- 
/  斜線又は除法の記号  - • • - • 
= 二重線      - • • • - 
+ ＋字符又は加算の記号 • - • - • 
“”引用符     • - • • - • 
X 乗算の記号    - • • - 
 
（注） 
一 符号の線及び間隔 
1 一線の長さは、三点に等しい。 
2 一符号を作る各線又は点の間隔は、一点に等しい。 
3 二符号の間隔は、三点に等しい。 
4 二語の間隔は、七点に等しい。 
 
二 航空無線通信業務における字、記号の使用方法 
1 記号は、和文では区切点及び段落、欧文では終点、問符及び斜線に限り、その他の記号の使用
は、本文を理解するために必要な場合に限る。 
2 ローマ数字を送る場合は、ROMAN の語を冠して送るものとする。 
 
三 欧文の場合における数字と文字との集合、「％」、「‰」、帯分数、分及び秒等の送信方法 
1 数字と文字とで構成した集合は、数字と文字との間に間隔を置かずに送るものとする。 
2 「％」又は「‰」の記号は、数字の零、斜線及び数字の零又は零零を連続して送るものとす
る。 
3 帯分数は整数と分数との間に、「％」又は「‰」の記号を伴う数字は数字と「％」又は「‰」
との間に連続線を送るものとする。 
4 分の記号「’」は略符を一回、秒の記号「”」は略符を二回送るものとする。 
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（参考 1） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Morse 考案符号の改善 
 
モールス符号は、サミュエル・モールス（Samuel Finley Breese Morse）の発明とさ
れているが、モールスが 1840 年に電信機の特許を取った時の補助手段として文字符号
を考案したのが基となっている。その符号は； 
Morse（1840） 
a ···  b  ·· ··  c  · ··  d  ··· ·  e  ·  f  · ···  g  ·· ·  h ····  i  ·- 
j ·· ·  k - ·-  l ─  m - ··  n - ·  o ··  p ·····  q ··- ·  r · ·  s ·- · 
t - - · u ·- -  v -  w ··-  x - -  y ·-  z ·- · 
1 · 2 ·· 3 ···  4 ····  5 ·····  6 ······  7 ·······  8 ········ 
9 ········· 0 – 
であった。 
 
その後、アルフレッド・ルイス・ヴェイル（Alfred Lewis Vail）は電信機も改良（ペン
が上下動）したが符号も文字対応に改良した。この考え方がその後実用化されるいわゆ
る「モールス符号」の基になる。（アメリカン・モールス符号：国際会議に提案されたも
の。） 
 
Vail（1845）  
a ·-  b - ···  c · ··  d - ··  e ·  f ·- ·  g - - ·  h ····  i ·· j - ·- · 
k - ·-  l ─  m - -  n - ·  o ··  p ·····  q ··- ·  r · ··  s ···   t - 
u ··-  v ···- w ·- - x ·- ·· y ·· ·· z ··· · & · ··· 
1 ·- - ·   2 ··- ··   3 ···- ·   4 ····  5 - - -  6 ······  7 - -  8 - ···· 
9 - ··-   0 -‐ 
 
その時に根拠としたのは、文字使用頻度であり、ニューヨークの一流新聞の印刷所の
活字箱を調査した結果を参考にした。 
その頻度（回数）は； 
 e 120  t 90  a 85  i,n,o.s 80  h 64  r 62  d 44  l 40  u 34  c,m 30  f 25  w,y 20 
g,p 17  b 16  v 12  k 8  q 5  j,x 4  z 2          「文字符号の歴史」（安岡孝一） 
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（参考 2） 
漢字モールス符号 
 
 中国の電信コードは電碼（でんま：Chinese Telegraph Code 略して CTC）と呼ばれ、漢字と
4 桁の数字とを対応づけた文字コードである。電報碼、中文電報碼とも呼ばれる。 
 
（符号化および復号） 
電碼による中国文の符号化および復号には、コードブックを用いる。 
コードブックはそれぞれの漢字と 4桁の数字との対応を示している。数字は国際標準のモー
ルス符号を用いる。コードブックの正編において、漢字は基本的に部首と画数に基づいて並べ
られ、その順に 0001（「一」）から番号づけられている。8000 以降には補遺として漢字、記号が
収録されている。  
コードブックは 1ページに 100 組の漢字と数字との対応を示している。各ページは 10 行 10
列の表になっている。表の各升目には、漢字、4桁の数字、および 3桁のローマ字が印刷され
ている。    
 
 
